
第
２
回
確
認
会
で
は
、

萩
市
設
置
の
結
婚
相
談

所
の
問
題
の
背
景
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

戸
籍
謄
本
を
提
出
さ

せ
た
の
は
「
独
身
で
あ

る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
」
で
あ
り
、
「
独
身

証
明
書
」
の
存
在
は
知

ら
な
か
っ
た
。

申
込
書
に
本
籍
、
宗

教
、
障
害
の
有
無
な
ど

を
書
か
せ
た
の
は
「
一

般
的
な
履
歴
書
等
に
そ

の
よ
う
な
項
目
が
あ
る

と
思
い
こ
ん
で
い
た
か

ら
」
「
指
摘
さ
れ
る
ま

で
統
一
応
募
用
紙
の
存

在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
認
識
だ
っ
た
。

こ
の
間
の
行
政
書
士

な
ど
に
よ
る
戸
籍
謄
本

等
大
量
取
得
事
件
に
つ

い
て
も
「
詳
し
い
こ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
状
況
。

昨
年
、
三
重
県
内
の

行
政
書
士
に
よ
り
県
内

で
不
正
取
得
さ
れ
た
10

件
す
べ
て
が
結
婚
調
査

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
、

「
認
識
不
足
」
の
一
言

で
は
片
づ
け
ら
れ
る
問

題
で
は
な
い
こ
と
を
指

摘
し
た
。

宗
教
欄
に
つ
い
て
は
、

「
一
部
に
排
他
的
な
宗

教
が
あ
る
の
で
は
と
思

い
、
そ
う
い
う
宗
教
の

人
の
相
談
カ
ー
ド
は
、

あ
ら
か
じ
め
抜
い
て
紹

介
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
」

と
の
説
明
。
県
連
か
ら

は
「
行
政
が
宗
教
に
介

入
す
る
の
は
憲
法
の
思

想
・
信
条
の
自
由
に
反

す
る
の
で
な
い
か
」
と

指
摘
し
た
。

ま
た
、
相
談
員
か
ら

も
戸
籍
提
出
に
つ
い
て

指
摘
は
な
か
っ
た
。

県
連
か
ら
は
、
厳
し

い
結
婚
差
別
の
現
実
、

身
元
調
査
の
実
態
を
踏

ま
え
て
、
今
後
、
相
談

員
へ
は
高
い
人
権
意
識

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
や
、
結
婚
差
別
の
解

決
に
向
け
て
大
き
く
貢

献
す
る
相
談
所
に
な
る

こ
と
を
求
め
た
。

今
回
、
市
報
や
新
聞

な
ど
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

が
と
り
あ
げ
て
い
た
が
、

県
連
か
ら
指
摘
さ
れ
る

ま
で
、
職
員
や
市
民
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
誰
か
ら

も
指
摘
が
な
か
っ
た
。

今
回
の
結
婚
相
談
所

の
問
題
は
、
担
当
課
や

職
員
の
個
人
的
な
認
識

不
足
と
い
う
レ
ベ
ル
の

問
題
で
は
な
い
。
萩
市

の
不
十
分
過
ぎ
る
同
和

行
政
・
人
権
行
政
の
体

質
・
体
制
だ
か
ら
こ
そ

「
起
こ
る
べ
く
し
て
起

き
た
問
題
」
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

萩
市
は
職
員
の
人
権

研
修
す
ら
実
施
し
て
い

な
か
っ
た
。

学
校
や
地
域
で
の
人

権
教
育
・
人
権
啓
発
で

は
部
落
問
題
を
テ
ー
マ

に
し
た
学
習
は
皆
無
に

近
い
状
況
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
萩
の
部
落
で

は
就
労
や
生
活
面
を
み

て
も
厳
し
い
現
実
が
あ

る
。
生
活
保
護
は
市
平

均
の
６
倍
、
母
子
家
庭

は
２
倍
以
上
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い

部
落
差
別
の
現
実
を
直

視
し
よ
う
と
す
ら
し
な

い
萩
市
行
政
の
あ
り
方

を
強
く
指
摘
し
た
。

今
後
、
萩
市
の
同
和

行
政
・
人
権
行
政
の
抜

本
的
な
見
直
し
と
、
再

発
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
、
糾
弾
闘
争

を
展
開
し
て
い
く
。

山
口
県
光
青
年
の
家

の
主
催
事
業
「
恋
愛
応

援
団
」
で
「
年
齢
・
未

婚
か
ど
う
か
」
の
確
認

の
た
め
、
参
加
者
に
住

民
票
の
提
出
を
求
め
て

い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

７
月
７
日
に
募
集
チ

ラ
シ
を
見
た
マ
ス
コ
ミ

か
ら
「
不
適
切
で
は
な

い
か
」
と
県
人
権
対
策

室
に
指
摘
が
あ
り
発
覚

し
た
。
指
摘
を
受
け
県

教
委
は
、
国
の
通
達
違

反
の
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
、
住
民
票
か
ら
「
独

身
証
明
書
」
に
変
更
す

る
よ
う
に
指
示
し
た
。

「
恋
愛
応
援
団
」
と
は
、

お
見
合
い
イ
ベ
ン
ト
の

こ
と
。
夏
に
カ
ヌ
ー
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
光

青
年
の
家
で
一
泊
二
日

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、

今
年
で
２
年
目
。
今
年

は
８
月
９
～
10
に
開
催

さ
れ
る
。

現
在
、
青
年
の
家
は
、

地
元
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が

が
県
か
ら
指
定
管
理
を

受
け
運
営
し
て
い
る
。

県
か
ら
指
導
を
受
け

る
ま
で
同
青
年
の
家
は

「
独
身
証
明
書
」
の
存

在
は
知
ら
な
か
っ
た
。

住
民
票
で
独
身
を
証

明
す
る
た
め
は
「
全
部

事
項
証
明
」
を
発
行
す

る
こ
と
に
な
り
、
本
籍

や
家
族
構
成
な
ど
の
情

報
収
集
を
し
て
し
ま
う
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
、

通
産
省
の
95
年
「
行
動

指
針
」
、
00
年
「
独
身

証
明
書
」
の
発
行
な
ど

の
通
達
に
違
反
す
る
。

県
連
と
し
て
は
今
後
、

萩
市
、
宇
部
市
社
協
な

ど
続
発
す
る
一
連
の
問

題
の
根
本
的
な
解
決
に

向
け
た
糾
弾
闘
争
を
展

開
し
て
い
く
。

（１） 第２７号 （毎月１回発行） 解放新聞山口版 ２００８年７月２８日

○差別事件の糾弾闘争を強化
○全学校で人権・同和教育を！
○全自治体で同和行政を！
○来年の西日本夏期講座の成功

萩
市
結
婚
相
談
所
が
、
戸
籍
謄
本
の
提
出
や
申
込
書
に
本
籍
、
宗
教
、
既
往

歴
、
障
害
の
有
無
、
離
婚
理
由
な
ど
を
書
か
せ
て
い
た
問
題
に
つ
い
て
、
県
連

は
第
２
回
確
認
会
を
６
月
23
日
に
萩
市
役
所
で
お
こ
な
っ
た
。

萩
市
か
ら
は
滝
口
副
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
部
課
長
な
ど
が
出
席
し
、
今
回

の
結
婚
相
談
所
の
問
題
点
や
差
別
性
、
原
因
や
背
景
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
に
求
め
た
。
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